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第21回　高校生国際美術展

「絆、笑顔あふれるお花畑」
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　沖金在住の高校３年生今西 芽さんが、「第21回高校生国際美術展」において美術の部
で出展し、応募総数６,７４３点の中から、見事奨励賞を受賞されました。昨年の奈良県
知事賞に続き２年連続の受賞は、とても名誉なことであります。
　この美術展は世界各国の高校生が、豊かな才能の育成と国際親睦、国際交流を深めるこ
とを目的に、毎年開催されております。
　芽さんは絵を描くことが大好きで、今回の制作には約２ヶ月間かけて完成したそうで
す。とても細かな作業を必要とするため、着色はすべて色鉛筆ですが絵の具にはない色合
いや風合いはとってもカラフルで、作品のテーマでもある「絆、笑顔あふれるお花畑」の
とおり、画用紙全体がお花畑そのものと
いった感じで、見る人が自然と笑顔にな
り心を魅了する作品です。
　芽さんにとって高校生最後の出展とな
りましたが、素晴らしい思い出ととも
に、次回の制作への自信にもつながった
ことではないでしょうか。
　これからも、芽さんにしか描けない素
敵な作品を制作し続けて、見る人に笑顔
と感動を与え続けて下さい。

　９月の定例議会において、教育委員に
承認された西山寿子さんが16日に村長か
ら任命書を手渡され、就任されました。
西山委員には、教育の発展にご尽力いた
だきますようよろしくお願いします。

～今西　芽さん　２年連続受賞おめでとうございます～

第21回高校生国際美術展　奨励賞 受賞！！

教育委員の就任
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天川村議会議員選挙は
11月29日（日）が投票日です

　任期満了に伴う天川村議会議員選挙の投票日は11月29日（日）です。
　天川村の未来を決める大切な投票です。みなさんそろって投票しましょう。

立候補予定者説明会
　選挙の日程や立候補の手続きについての説明会です。
　立候補を予定されている方はご出席ください。
　　日　時：令和２年10月27日（火）午後１時30分から
　　場　所：天川村山村開発センター 大ホール

立候補の届出日（告示日）
　　日　時：令和２年11月24日（火）午前８時30分から午後５時00分まで
　　場　所：天川村山村開発センター 大ホール

投票日
　　日　時：令和２年11月29日（日）午前７時00分から午後６時00分まで
　　場　所：村内各投票所

期日前投票
　投票日に仕事やレジャーなどで投票に行けない方は期日前投票をすることができます。
　　日　時：令和２年11月25日（水）から11月28日（土）まで
　　　　　　午前８時30分から午後８時00分まで
　　場　所：天川村役場玄関ホール

不在者投票
　投票日に病院や介護保険施設等に入院・入所中の方は、入院先の病院等で不在者投票が
できる場合があります。詳しくは、入院先の病院・介護保険施設にお問い合わせいただく
か、天川村選挙管理委員会までお問い合わせください。

郵便投票
　身体障害者手帳の交付を受けておられる方（注１）、「要介護５」の要介護認定を受け
ておられる方などは、郵便による不在者投票ができる場合があります。詳しくは、天川村
選挙管理委員会までお問い合わせください。
（注１�）身体障害者手帳に「両下肢、体幹、移動機能の障害が１級又は２級である者」と

記載されている方などが対象となります。また、事前に郵便投票証明書の交付を受
けていただく必要があります。

天川村議会議員の定数が見直されます
　令和２年天川村議会９月定例会にて「天川村議会の定数を定める条例」が発議・
可決され、議会議員の定数が１名減となり７名（現在は８名）となりました。
　令和２年11月29日執行予定の天川村議会議員選挙においては、定数７名での選挙
となります。
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　例年、村民の皆さまや様々な団体の皆さまの協力のもと、開催を続
けてきました村民ボランティア清掃ですが、本年度の開催中止が決定
しました。

　本年度当初からコロナウィルス感染拡大を受けて、例年通りの時期
でなくともコロナウィルスの流行が落ち着いた時期に開催することは
できないかと検討を続けていましたが、昨今の各地での感染状況では
参加される方の安全を確保することは難しいと判断し、本年度のボラ
ンティア清掃は中止することとなりました。

　本年のボランティア清掃は中止となりましたが、天川村の美しい自
然環境を守り続けていくためには、これからも村民一人一人が環境問
題への意識を高め行動していく必要があります。
　来年度以降につきましては、コロナウィルスの状況次第ではありま
すが例年通りの実施を予定しておりますので、皆さまの積極的なご参
加とご協力をお願いします。

　住民課　 TEL ６３－０３２１

　新型コロナウイルスの感染拡大による皆さまの安全確保を第一に考え、「第３８回天川
村もみじまつり」は中止とさせていただきます。

　楽しみにお待ちいただいていた方々には大変申し訳ございませんが、何卒ご理解いただ
きますようお願いいたします。

天川村地域振興実行委員会

村民ボランティア清掃の中止について

新型コロナウイルスの影響による

「第３８回天川村もみじまつり」の中止について
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年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金受給
者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　給付金の受け取りには、請求書の提出が必要です。ご案内や事務の手続きは、日本年金機構
(年金事務所)が実施します。

対象となる人
　○ 老齢基礎年金を受給している人
　　以下の要件をすべて満たしている必要があります。
　　　□６５歳以上である
　　　□世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　　　□年金収入額とその他所得税の合計が約８８万円以下である
　○ 障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人
　　以下の要件を満たしている必要があります。
　　　□前年の所得額が約４６２万円以下である

請求手続き
　①　新たに年金生活者支援給付金を受け取れる人 
　　�　対象となる人には、日本年金機構から10月中旬頃より「請求可能な旨のお知らせ」が

送付されます。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してくださ
い。令和３年２月１日までに請求手続きが完了しますと、令和２年８月分から、さかのぼ
って受け取ることができます。

　②　年金を受給しはじめる人
  　�　年金の請求手続きと併せて、年金事務所または役場住民課で請求手続きをしてください。

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください！
　�　日本年金機構や厚生労働省から、電話で家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞

きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。
　�　制度等詳しくは、ねんきんダイヤルまたは年金事務所へお問い合わせください。
　　　　　　　ねんきんダイヤル：０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）
　　　　　　　大和高田年金事務所：０７４５－２２－３５３１

■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

こ く み ん ね ん き ん
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　７月以降も、全国的に継続して新型コロナウイルス感染症の新規感染者が発生し、村民
の皆さんにおかれましては先の見えない不安な状況が続いていることと存じます。
　天川村では、国の第二次補正予算であります地方創生臨時交付金を活用し、感染拡大防
止と、経済活動活性化の両立に向けた対策に全力で取り組んでいきます。
　今後とも、村民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村新型コロナウイルス感染症対策本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本部長　天川村長　車　谷　重　高

新型コロナウイルス感染症対策予算

令和２年度一般会計補正予算（第３号）

※�今回の事業につきましては、財源としまして地方創生臨時特例交付金（第二次補正）等を活用して

予算計上しております。

事業名等 予算額（千円） 摘　　　　　　　要

感染症予防対策、
医療体制整備事業 ２２，８４９

・感染予防対策事業（マスク及び消毒液の購入等）
・診療所往診車両購入、往診用医療機器整備
・介護支援等に係る支援システムの構築
・中央簡易水道浄水場の感染対策事業　他

学校施設の感染症
対策事業 １１，３８１

・小中学校手洗い場温水化事業
・小中学校デジタル教科書・電子黒板等の配置事業
・教育ＩＣＴ化事業
・学習支援員の追加配置事業　他

防災対策事業 ４，５００ ・防災行政無線戸別受信機の一部更新事業　他

農林水産業対策事業 ５，４００
・洞川夏イチゴ販売路拡大推進事業
・洞川夏イチゴ生産量拡大事業

観光対策関連事業 ３７，３３８

・地域の魅力磨き上げ事業（景観形成植樹等）
・温浴施設の感染予防対策事業
・観光情報発信のためのホームページの改修事業
・案内所及び入村口の整備　他

行政ＩＴ化事業 ２６，０３６

・�住民基本情報及び税、後期高齢者、介護保険等の基幹
系システムについてクラウド化（サーバー等を村外に
設置）を図り感染症予防や災害時の対応強化事業

・情報発信事業その他

計 １０７，５０４

新型コロナウイルス感染症対策を引き続き実施します
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　　防災倉庫設置とともに配備していた保存食、保存水の賞味期限が近づいていることか
ら、順次更新を行ってきました。平成30年度に西部地区、令和元年度に中央地区と更新
を行い、今年８月に洞川地区の更新を終えたことにより、天川村内のすべての保存食、保
存水の更新が終わりました。
　各地区には、白米、パン（缶詰）、カン
パン、保存水がそれぞれ１人につき３食分
配備されおり、５年間の保存が可能となっ
ています。

▶�保存水については、(株)名水の里より、269箱中
69箱を協力品として納入いただきました。

　一般に「消費期限」は「食べられなくなる期限」、「賞味期限」は「おいしく食
べられなくなる期限」と言われています。当然、保存期間の長い保存食や保存水は
「賞味期限」となります。
　また、企業は賞味期限の分析を行ったあと、安全を考慮して実際の期限の８割以
下の期日を「賞味期限」として表示しています。つまり、保存期間が５年の保存食
などは、実際は６年以上保存が可能といえます。もちろん、期限が過ぎたものにつ
いては早めに食べてしまうことが大切ですが、近ごろ問題になっている食品ロス
（食べられるのに捨てられる食品）改善のためにも、賞味期限切れの食品を安易に
捨ててしまわないようにしましょう。
　「容器は破損していないか」、「変色、カビの発生はないか」、「いやな臭いは
しないか」、五感をつかって食べられるかの判断をしてください。

防災 てんかわ
第93回
◆ 非常食更新 完了（洞川地区）◆

豆知識 ◆「賞味期限」はもっと長い ◆
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児童生徒全員にタブレットPCが届けられました

　天川村では、今年天川小中学校の児童生徒用PCを30台（２人に１台）整備してICT活用
力の向上を目指す予定でしたが、国の「GIGAスクール構想」による補助金も活かして、
「校内無線LAN環境の整備」と合わせて「１人１台端末の整備事業」を進めてきました。そ
して、９月18日より「１人１台のタブレットPC（計66台）」を手渡すことができました。

　１年生から９年生までどの子も、「充電保管庫」から
取り出し、担任・担当の先生からの説明を聞きながら
「初回ログイン」を行いました。１人ひとりのIDやパス
ワードは、固有のもの【アルファベットや記号、数字】
なので、各学級３人の先生で対応しました。
　低学年の子どもたちも苦労しながらも、一生懸命取り
組んで全員ログインすることができました。その後、早
速使ってみたり、学習に利用したりしています。
　今後、１ヶ月は集中的に全ての先生、全ての児童生徒が
遠隔でも使えるようになることをめざして取り組みます。

　初めて無事にログインができて、思わず「ヤッ
ター！」と叫んだり、新しい発見をしたことを友
達に教えたり、早くできた子が友達のサポートを
したり、早速調べ学習に使ってみたり・・・個人
の学びだけでなく共に学ぶ姿も見ることができま
した。
　また、１人１台のタブレットPCが入ったからと
いって、全ての学習で活用するわけではありませ
ん。８年生の「ふるさと学習」のように、間伐材
の有効活用を考える木工工作に取り組む班のよう
な実体験を伴う活動も大切にしていきます。

天川村教育委員会
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新ALTのDREW　MOONさん

　平成30年度の夏から２年間、天川村のALT（英語指導助手）として活動しておりました、アシュ
リー・ハンフリーさんが任期満了となり、新たにドリュー・ムーンさんがALTとして着任しました。
村内小中学校及び幼稚園を中心に活動してくれます。見かけたら是非声をかけてください。

〈ドリューさんから村民の皆様に〉
Hello, my name is Drew Moon.
こんにちは、私の名前はドリュー・ムーンです。

I’m from Melbourne, Australian, which is famous for sports and its international food 
and wine culture.
私はスポーツと国際的な料理とワイン文化で有名なオーストラリアのメルボルン出身です。

I’ve been living and teaching in Japan for 15 years, 3 years in Kyoto, and 12 years in 
Osaka.
私は京都で３年間、大阪で12年間の計15年間日本に住んで英語を教えています。

I genuinely appreciate teaching English, as it is rewarding and enjoyable.
英語を教える事はやりがいがあり、楽しいので本当に英語教育に感謝しています。

I enjoy being fit and healthy by practicing daily breathing meditation, yoga, and kettlebell 
exercises.
私は健康のために、毎日の呼吸瞑想、ヨガ、ケトルベルの練習を楽しんでいます。

My hobbies include making music and learning about Japanese culture, such as 
Miyamoto Musashi’s life philosophy.
趣味は音楽制作と宮本武蔵の生活哲学等日本文化について学ぶことです。

Also, I enjoy cooking vegan food and favorite food, tofu, nato, and okra.
また、ビーガン料理を作ることも好きです。好きな食べ物は豆腐と納豆、そしてオクラです。

I’m very much looking forword to being apart of the teaching team Tenkawa as an ALT.
ALTとして天川村の教育者の一員になることをとても楽しみにしています。

Feel free to ask many questions as I am here to serve and help you in English 
understanding and education. Thank you.
英語教育を手助けし、より英語を理解してもらうためにここにいるので気軽に質問してください。
ありがとうございます。
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　第21回は、龍泉寺の十三佛と光遍寺の親鸞聖人絵伝につい
て、説明します。
【十三佛】
　龍泉寺の境内にある十三佛は、像高96㎝で本州南限の十三
佛である。
　風化により年号等判読できにくいが、天文二十三年二月
十五日の銘がある。

【親鸞聖人伝絵】
　親鸞聖人の生涯のうち、法然上人の門下にいた
時のエピソードの１つである「信

しんぎょう

行両
りょうざ

座」を描い
たものである。
　画面の真ん中やや右に紙を継いだ部分があるこ
とから、これが元々は巻子装の「親鸞聖人伝絵」
であったものから切り取られたことがわかる。
　縦幅がやや狭いが、「親鸞聖人伝絵」として現
在知れているもの以外に存在したことを伝える貴
重な史料であるが、全体が残っていないのは残念
である。
　室町時代・15世紀の作。

※信
しんぎょう

行両
りょうざ

座・・・親鸞が法然の門下で学んでいた時に設けたという信不退、行不退の２つの座のこと。

天川村の文化財天川村の文化財天川村の文化財 第21回 ～ 十三佛・親鸞聖人絵伝
（信行両座段）一幅 ～

鎌倉時代

親鸞聖人絵伝は、15世紀の作。
十三佛は、天文二十三年
（１５５４年）の銘あり。

南北朝時代（1336-1392）

室町時代（1392～1573）
安土桃山時代



11

　まず、冒頭、人と人との接触を８割削減するとの目標の実現に向けて、外出自粛の要請

に応えてくださっている国民の皆様に改めて感謝申し上げます。また、新型コロナウイル

ス感染症に関連して、昼夜を問わず、最前線で検査や治療などにご尽力されている医療従

事者の方々に心からの敬意を表したいと思います。さらに、生活物資の輸送など社会機能

の維持に貢献してくださっている方々にも心から謝意を申し上げます。

　しかしながら、これらの方々やその御家族が不当な差別的取扱いを受けるなど悲しい事

例も報道されています。国民が一丸となって感染の拡大に立ち向かうべきときに、こうし

た方々を傷付けるような不当な差別や偏見は決してあってはなりません。感染者やその属

する施設・機関あるいは、我が国に居住する外国人の方々等に対する誤解や偏見に基づく

差別もあってはならないものです。一方で、休業や外出の自粛が要請されている中で、Ｄ

Ｖや虐待の増加も大きな心配です。私たちは、皆さんの助けになりたいと考えています。

　法務省の人権擁護機関では、差別や虐待等の様々な人権問題について、電話やインター

ネットで相談を受け付けています。配偶者やパートナーからのＤＶにお悩みの方は、「み

んなの人権１１０番」や「女性の人権ホットライン」に電話してください。インターネッ

トによるメール相談も御利用ください。児童生徒の皆さんは、フリーダイヤル「子どもの

人権１１０番」やスマートフォンからも利用可能な「子どもの人権ＳＯＳ－ｅメール」を

活用してください。そして、ＤＶや虐待を見聞きした方も、どうぞ私たちにご連絡くださ

い。秘密は守ります。安心してください。一人で悩まずに、どうぞ、ご相談ください。

「新型コロナウイルス感染症に関連した法務大臣メッセージ」
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■NET119緊急通報システムとは
　音声による119番通報が困難な方のための緊急通報システムです。携帯電話やスマート
フォンを使って、素早く119番に通報することができます。

■対象
　聴覚や発話が不自由な方
■利用方法
　奈良県広域消防組合消防本部通信指令センターでの事前登録と操作講習が必要です。
■登録窓口
・奈良県広域消防組合消防本部通信指令センター（橿原市慈明寺町149番地の３）
・町役場での登録及び操作講習会

NET119緊急通報システムのご案内

■お問い合わせ先
天川村健康福祉課（ほほえみポート天川内）　
　　　　　　　　　障害福祉係　担当：中込
Tel ：0747-63-9110
Fax ：0747-63-9111
Mail：kenkou@vill.tenkawa.ne.jp

登録・操作講習会を開催します

■日　時　　11月11日（水）午前９時30分～午後４時
■場　所　　大淀町役場　301会議室
■申込み　　天川村健康福祉課に電話、FAXもしくはメールで申し込んでください。
■申込締切　10月30日（金）
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　交通安全教育活動を積極的に推進し、児
童等の交通安全教育と交通事故防止に対す
る顕著な功績があったとして、９月23日に
天川小中学校が「奈良県交通安全優良学
校」として表彰されました。
　また表彰後、車谷村長による「横断歩行者
保護宣言」をし、吉野警察署長から「横断歩
行者保護宣言の証」の交付を受けました。

〇横断歩行者保護宣言とは…

　奈良県では、横断歩行者が被害者となる
痛ましい交通事故が後を絶ちません。車両
には、横断歩道手前での減速義務と横断歩
道における歩行者優先の義務があります。
　天川村役場は、以下のとおり「横断歩行
者保護」を宣言し、「横断歩行者保護宣言
事業所」として交通死亡事故の絶無に向け
て積極的に取り組みます。

※「横断歩行者保護宣言事業所」とは、県内の数ある事業所の中で、全職員が
　「横断歩行者の安全確保」に取り組むことを内外に宣言する事業所を言います。

①　横断歩道を横断しようとする歩行者がいるときは、手前で停止します。

②　�夜間、先行車や対向車がない時は、ライトを上向きにして歩行者などを
発見するよう努めます。

③　�横断歩道等を示すダイヤマークの道路標示があるところでは、いつでも
止まれるように走ります。

奈良県交通安全優良学校表彰及び横断歩行者保護宣言
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　新型コロナウイルス感染症の影響により延期しておりました各種健診（検診）が今月から始まりま
す！実施日が近づきましたら、お申し込みいただいた方に個別にご案内を送付します。正確な検査結
果をえるためにも、注意事項を守って受診してください。各検診の実施日は、次の通りです。
みなさんのお越しをお待ちしています！
※新型コロナウイルス感染症の状況により中止する場合がありますので、予めご了承ください。
　中止する場合には、事前にお知らせいたします。

　これまで、任意予防接種であったロタウイルスワクチンが10月１日から定期予防接種に加わるこ
とになりました。なお、接種対象になる方には順次個別でお知らせいたします。

　新型コロナウイルス感染症の患者が奈良県内で増加しています。
　感染を拡大させないためにも、感染予防対策を行っていきましょう。

　＊手洗い･･･帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手洗いを行いましょう。
　＊咳エチケット･･･くしゃみや咳が出るときはマスクを着用し、マスクがない
　　　　　　　　　　ときは、ティッシュなどで鼻と口を覆いましょう。
　＊不要不急の外出は避け、やむを得ず外出する際はマスクを着用しましょう。
　＊３つの『密』を避けましょう
　　感染リスクが高まる「密閉」「密集」「密接」を避けましょう。

～新型コロナウイルス感染症の相談窓口～
専 用 窓 口 電 話 番 号 対 応 時 間
奈良県庁 ０７４２－２７－８５６１ 平日・土日祝８：３０～１７：１５

吉野保健所 ０７４７－５２－０５５１ 　　　　平日８：３０～１７：１５

胃がん（バリウム）検診 10月６日（火）・10月７日（水）

特定健康診査
後期高齢者健康診査
大腸がん検診 ・肺がん検診
前立腺がん検診（男性のみ）
肝炎検診

10月20日（火）・10月21日（水）

子宮（頸部）がん検診 11月12日（木）

10月１日～ロタウイルスワクチンの定期接種が始まります

新型コロナウイルス感染拡大を防ぎましょう

健診（検診）が始まります！

○定期対象者：令和２年８月１日（土）以降に生まれた乳児
○接 種 回 数：２回または３回（接種するワクチンの種類により回数が変わります）
○接 種 時 期：出生６週０日から24週０日　２回接種（ロタリックスワクチンの場合）
　　　　　　　出生６週０日から32週０日　３回接種（ロタテックワクチンの場合）
○接 種 方 法：経口接種（飲むワクチンになります）
　※なお、これまで任意で接種された回数も考慮して接種回数が決まります。

*ロタウイルス感染症とは・・・
　ロタウイルスによって引き起こされる急性の胃腸炎で乳幼児期（０～６歳頃）にかかりやす
い病気です。主な症状は、水のような下痢、吐き気、嘔吐、発熱、腹痛です。

保 健 事 業 の お 知 ら せ
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

	 2	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 3	 土	

	 4	 日

	 5	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 6	 火	 診　　察	 検 査 日	 胃がん検診	 資源１

	 7	 水	   整形（松村医師）	 診察（西尾医師）	 胃がん検診

	 8	 木	 診　　察	 検 査 日		  資源２

	 9	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 10	 土	

	 11	 日	

	 12	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 14	 水	   整形（松村医師）	 診察（西尾医師）	

	 15	 木	 診　　察	 検 査 日		  不　燃

＊　医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。
＊　水曜午前の診察は整形外科専門診療です。
＊　診察を受けずに投薬はできません。
＊　エコバッグをご持参ください。
＊　インフルエンザ予防接種実施日の診察は、休診となりますので、ご了承ください。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　10月の予定表

粗　大
（予約）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（水曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 17	 土	

	 18	 日

	 19	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日	 特定健診	 資源１

	 21	 水	   整形（松村医師）	 診察（西尾医師）	 特定健診

	 22	 木	 診　　察	 検 査 日		  資源２

	 23	 金	 診　　察	 インフルエンザ予防接種		  燃　焼

	 24	 土	

	 25	 日

	 26	 月	 診　　察	 インフルエンザ予防接種		  燃　焼

	 27	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 28	 水	   整形（松村医師）	 インフルエンザ予防接種

	 29	 木	 診　　察	 インフルエンザ予防接種		  不　燃

	 30	 金	 診　　察	 インフルエンザ予防接種		  燃　焼

	 31	 土	

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

粗　大
（予約）
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乳がん検診
40歳　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
45歳　昭和49年４月２日～昭和50年４月１日
50歳　昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
55歳　昭和39年４月２日～昭和40年４月１日
60歳　昭和34年４月２日～昭和35年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成11年４月２日～平成12年４月１日
25歳　平成６年４月２日～平成７年４月１日
30歳　平成元年４月２日～平成２年４月１日
35歳　昭和59年４月２日～昭和60年４月１日
40歳　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日

　６月より乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は下記までお申込み下さ
い。今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観
察」や「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診ください。

○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、４０歳以上の女性
　　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
○受　診　病　院　：　南奈良総合医療センター、鎌田医院田園診療所
　　　　　　　　　　　 ※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
○個 人 負 担 金　：　１，５００円
○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
○申込み受付期間　：　令和３年２月２６日まで

　　　※日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。
　　　　正しい方法を理解し、日ごろから実施するよう心がけてください。
　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください。

　６月より子宮がん個別検診の受付を実施しています。この検診は、直接医療機関で検診を受けてい
ただく個別検診を実施しています。子宮がん検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人も
この機会にぜひ受診ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、２０歳以上の女性。
○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
○個　人　負　担　：　２，０００円
○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
○申込み受付期間　：　令和３年２月２６日まで

　　　下記の生年月日に当てはまる方は令和２年度の個人負担が無料となります。
　　　この機会に是非受診して下さい。

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　天川村戦没者追悼慰霊祭が令和２年８月15日正午
より執り行われました。
　コロナ禍の中でしたが、車谷村長、森田副村長、
大西教育長、玉井議会議長、そして遺族会の方々に
ご出席をいただきました。
　はじめに戦没者のご冥福を祈って黙祷を行いまし
た。
　続いて、焼香を行われ、お経が響く中、参列者の
皆さんが順々に登壇し、それぞれの思いを胸に祈り
を捧げていました。
　参列者全員が焼香を終えた後、天川村遺族会の中
久保会長に謝辞をいただきました。
　今年で終戦から75年が過ぎましたが、戦争の記
憶と平和への願いを薄れさせまいと、誓いを新たに
する慰霊祭となりました。

天川村戦没者追悼慰霊祭

　10月19日（月）から25日（日）までの一週間は「行政相談週間」です。
　登記・年金・保険・雇用などについて、わからないこと、身近な困りごとが
ありましたら、行政相談委員が開設する行政相談所でお気軽におたずねください。
　相談は無料・秘密厳守です。
　開設場所がふるさとセンターつどいから山村開発センターに変更となります。

＜行政相談委員が開催する行政相談所＞

　と　き：10月20日（火）　午後１時30分～午後４時
　ところ：山村開発センター 
　相談のお相手　行政相談委員　中村　猛

10月19日（月）から25日（日）までの一週間は

行政相談週間です



19

　自分が所有している山林でも、伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林の
届出書」を役場に提出する必要があります。

　売買・相続・贈与等で、新たに森林の土地の所有者となった場合、「森林の土地の所有
者届出書」を役場に提出する必要があります。

　山林の所有者が変更となるとき、または伐採をするときには、所定の様式により届出
を行ってください。
　「伐採及び伐採後の造林の届出書」と「森林の土地の所有者届出書」については役場
森林政策課にてお渡しいたします。

お問合わせ先 ： 森林政策課　☎６３－０３２１（内線１３０，１３１）

対 象 者 森 林 所 有 者

対象となる森林
地域森林計画の対象となっている民有林で、保安林、保安施設
地区を除いたもの

届出時期
伐採を始める日の90日から30日前までの間です。
ただし、森林経営計画に基づいた伐採の場合には、事後の届出とな
ります。

提出書類
①伐採及び伐採後の造林の届出書
②伐採の位置を示す図面

対 象 者
売買や相続、贈与、法人の合併などにより、林地を新たに取得
した方（個人や法人は関係ありません）

届出時期 所有者となった日から90日以内

提出書類

①森林の土地の所有者届出書
②取得したことが分かる書類
  （登記事項証明書(写し可)または土地の売買契約書　など）
③土地の位置を示す図面

森林の所有・伐採には届出が必要です。

伐採及び伐採後の造林の届出制度

森林の土地の所有者届出制度
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天川村地域おこし協力隊だより　㊺

　地域おこし協力隊の尾形です。旧天ノ川小学校でキハダ、クロモジ、ミズメな
どの苗の生産を行っています。それぞれの苗一つ一つポットにつめていく地道な
作業が続いています。
　この苗は天川村内に自生する優秀な母樹からとった種や苗をもとに作ること
で、もともとの林内環境に与える影響がより少なくなっています。
　加えて、コンテナ苗と呼ばれるシーズンを通して植え付けができ、その後の定
着率も高いとされる方法を採用してい
ます。
　最善と思われる手を尽くしても枯れ
てしまうものもあり、最後はその木次
第であることを痛感しています。これ
から18ヵ月間まずは植え付けまで元気
に育ってくれるのを祈るばかりです。

　地域おこし協力隊の浅川です。僕と平野くんが作業道作りの現場に入って一
年、春から合流した尾形くんと三人で工夫しながら道を作っています。
　今年目標としていた作業距離にはある程度メドがたち、今はより走りやすい道
になるよう、仕上げを中心に作業しています。
　ほんの数週間前作業した場所を見返
しても、当時難しく思えた問題があっ
さり解決したり、気付きもしなかった
課題を発見したり･･･
　今日の作業も、いつか同じように懐
かしく感じる日が来ると思うと、日々
の成長を感じる毎日です。

旧天ノ川小学校裏　苗畑

洞川スキー場横　作業道
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歳
入
決
算
額
二
，
五
三
一
，
八
五
三
千
円

　

歳
出
決
算
額
二
，
二
一
七
，
七
二
〇
千
円

　

差
引
残
額(

令
和
二
年
度
へ
繰
越)

三
一
四
，
一
三
三
千
円

◇�

令
和
元
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

二
二
九
，
八
四
九
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

二
一
五
，
九
五
七
千
円

　

差
引
残
額(

令
和
二
年
度
へ
繰
越)

一
三
，
八
九
二
千
円

◇�
令
和
元
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直
診

勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

一
〇
一
，
四
四
七
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

九
九
，
八
九
七
千
円

　

差
引
残
額(

令
和
二
年
度
へ
繰
越)

一
，
五
五
〇
千
円

◇�

令
和
元
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

八
九
，
四
九
八
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

八
七
，
二
五
三
千
円

　

差
引
残
額(

令
和
二
年
度
へ
繰
越)

二
，
二
四
五
千
円

◇
令
和
元
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

一
七
，
八
〇
一
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

一
七
，
八
〇
一
千
円

　

差
引
残
額
（
令
和
二
年
度
へ
繰
越
）〇

千
円

◇
令
和
元
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　

三
六
七
，
三
〇
四
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　

三
三
七
，
七
五
一
千
円

　

差
引
残
額
（
令
和
二
年
度
へ
繰
越
）

二
九
，
五
五
三
千
円

◇
令
和
元
年
度
天
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

三
〇
，
八
七
八
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

二
九
，
七
七
六
千
円

　

差
引
残
額
（
令
和
二
年
度
へ
繰
越
）

一
，
一
〇
二
千
円

◇
令
和
元
年
度
天
川
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額　
　
　

八
四
，
一
五
二
千
円

　

歳
出
決
算
額　
　
　

八
〇
，
四
九
六
千
円

　

差
引
残
額
（
令
和
二
年
度
へ
繰
越
）

三
，
六
五
六
千
円

可
決
事
項

予
算
に
つ
い
て

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▽�

一
一
〇
，
〇
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二
，
六
四
六
，
〇
〇
〇
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

�

主
な
歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
九
九
，

　

�

三
四
三
千
円
）
・
学
校
保
健
特
別
対
策
事

業
補
助
金
（
九
四
五
千
円
）
・
奈
良
県
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
推
進
補
助
金

（
八
七
六
千
円
）

　

�

主
な
歳
出
は
、
感
染
症
予
防
対
策
医
療
体

制
整
備
事
業
（
二
二
，
八
四
九
千
円
）
・

学
校
施
設
の
感
染
症
対
策
事
業
（
一
一
，

三
八
一
千
円
）
・
防
災
対
策
事
業
（
四
，

五
〇
〇
千
円
）
・
農
林
水
産
業
対
策
事
業

（
三
七
，
三
三
八
千
円
）
・
行
政
Ｉ
Ｔ
化

事
業
（
二
六
，
〇
三
六
千
円
）

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
直
診

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

▽�

四
，
〇
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
一
六
，七
〇
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

�

主
な
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
（
四
，

〇
〇
〇
千
円
）

　

�

主
な
歳
出
は
、
施
設
備
品
購
入
（
三
，

九
四
三
千
円
）

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

六
，
〇
八
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
四
八
，
九
八
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

�

主
な
歳
入
は
、
過
年
度
介
護
給
付
費
交
付

金
（
七
七
七
千
円
）
・
前
年
度
繰
入
金

（
五
，
三
〇
三
千
円
）

　

�

主
な
歳
出
は
、
１
号
被
保
険
者
保
険
料
還

　

令
和
二
年
第
三
回
天
川
村
議
会
定
例
会
が
、

九
月
七
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。
会
期

に
つ
い
て
は
九
月
十
一
日
ま
で
の
五
日
間
と
定

め
、
補
正
予
算
、
条
例
、
及
び
令
和
元
年
度
の

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
八
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
審
査
及
び
現
地
調
査
を
実
施
し
、
原
案
の

通
り
、認
定
、可
決
、同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

報
告
事
項

◇�

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
天
川
村
健
全

化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
公
営
企
業
会
計

に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
実
質
交
際
費
比
率
並
び
に
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
、
早
期
健
全
化
基
準

と
比
較
す
る
と
い
ず
れ
も
、
こ
れ
を
下
回

り
概
ね
適
正
な
状
況
で
し
た
。

認
定
事
項

決
算
に
つ
い
て

◇�

令
和
元
年
度
天
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

令
和
二
年
第
三
回
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
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そ
の
他
に
つ
い
て

◇�

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
の
過

疎
自
立
促
進
計
画
を
一
部
変
更
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

�

今
回
は
、
村
立
資
料
館
整
備
事
業
、
洞
川

街
づ
く
り
計
画
策
定
事
業
、
教
育
Ｉ
Ｔ
Ｃ

化
事
業
、
移
住
定
住
対
策
事
業
な
ど
の
計

画
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

◇�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▽�
今
回
は
、
林
道
川
股
天
辻
線
整
備
事
業
を

新
た
に
計
画
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
意
事
項

◇�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
和
田
三
〇
七
番
地　

中
森
和

代
氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇�

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
洞
川
一
五
二
番
地　

松
谷
光

尚
氏
を
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

が
さ
れ
ま
し
た

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
天
川
村
大
字
洞
川
三
四
三
番
地
の
五　

　

�

赤
井
一
清
氏
を
天
川
村
教
育
委
員
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
洞
川
五
一
番
地　

　

�

山
西
寿
子
氏
を
天
川
村
教
育
委
員
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

◇
今
西
勉
議
員
の
質
問

　

�

洞
川
温
泉
周
辺
へ
の
駐
車
場
の
早
急
な
整

備
と
、
北
角
地
内
へ
の
駐
車
場
の
新
設
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
に
よ
り
、
今

年
は
特
に
マ
イ
カ
ー
で
の
観
光
客
が
増
え

大
変
な
交
通
渋
滞
と
な
り
住
民
の
日
常
生

活
に
も
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

洞
川
温
泉
や
み
た
ら
い
渓
谷
周
辺
の
駐
車

場
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

渋
滞
は
緩
和
さ
れ
な
い
の
で
は
無
い
で
し

ょ
う
か
。

　

�
第
一
回
三
月
議
会
定
例
会
に
も
、
銭
谷
欣

吾
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
重
複
す
る

点
も
あ
り
ま
す
が
、
早
急
な
課
題
と
し

て
、
今
一
度
、
村
長
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

◇
村
長
答
弁

　

�

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
海
水
浴
場
や
プ
ー
ル
の
閉
鎖
、

学
校
の
夏
休
み
短
期
化
、
遠
方
へ
の
旅
行

敬
遠
な
ど
様
々
な
要
素
が
重
な
り
、
山
間

部
、
奈
良
県
で
は
南
部
地
域
へ
の
人
の
集

中
が
発
生
し
た
も
の
と
推
察
し
ま
す
。

　

�

流
入
す
る
人
を
制
限
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
交

通
渋
滞
、
行
き
場
を
無
く
し
た
車
に
よ
る

路
上
駐
車
、
川
に
あ
ふ
れ
返
る
人
々
、
こ

の
様
な
異
常
な
事
態
は
初
め
て
の
経
験
と

村
民
の
生
活
に
大
変
不
便
な
こ
と
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

�

さ
て
、
令
和
二
年
三
月
議
会
に
於
い
て
銭

谷
欣
吾
議
員
か
ら
洞
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
と

洞
川
地
区
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
質
問

を
頂
き
「
立
地
そ
の
他
要
素
か
ら
見
て
既

存
施
設
隣
地
に
延
伸
拡
大
し
て
い
く
の
が

妥
当
と
考
え
、
洞
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
と
洞
川
観
光
駐
車
場
を
一
本
化
さ
せ
、

周
遊
観
光
の
拠
点
に
す
る
こ
と
が
最
善
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
回
答
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

�

そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
地
域
政
策
課
に
よ
る
土
地
所
有

者
の
調
査
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

�

平
行
し
て
土
地
所
有
者
と
の
用
地
交
渉
を

行
う
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
洞
川
の

駐
車
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
一

日
も
早
い
解
決
が
望
ま
れ
て
お
り
速
度
感

付
金
（
二
八
二
千
円
）
・
介
護
給
付
負
担

金
償
還
金
（
五
，
七
九
八
千
円
）

◇�
令
和
二
年
度
天
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

六
三
三
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
三
二
，

五
三
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
運

　

営
事
業
補
助
金
（
六
三
三
千
円
）

　

�

主
な
歳
出
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｅ
作
業

委
託
料
（
六
三
三
千
円
）

◇�

令
和
二
年
度
天
川
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

三
，
六
三
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

六
九
，
一
三
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

�

主
な
歳
入
は
、
中
央
簡
易
水
道
管
理
費
繰

入
金
（
三
，
六
三
〇
千
円
）

　

�

主
な
歳
出
は
、修
繕
料（
三
，六
三
〇
千
円
）

条
例
に
つ
い
て

◇�

天
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
に
つ
い
て

▽�

第
一
号
被
保
険
者
に
お
け
る
保
険
料
の
減

免
申
請
期
限
に
か
か
る
規
定
に
つ
い
て
、

所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇�

天
川
村
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
に
つ
い
て

▽�

天
川
村
議
会
の
議
員
の
定
数
を
現
行
の
８

人
か
ら
１
人
を
減
じ
、
７
人
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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て
測
量
調
査
設
計
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
概
算
工
事
費
に
莫
大
な
費
用
が
掛
か

る
と
判
り
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
整
備

に
は
面
積
に
よ
り
ま
す
が
駐
車
場
法
と
い

う
法
律
規
定
が
ご
ざ
い
ま
す
。
求
め
る
意

図
と
か
な
り
か
け
離
れ
て
お
り
以
上
の
こ

と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
み
た
ら
い
渓
谷
に

お
け
る
駐
車
場
の
利
用
頻
度
と
そ
れ
に
対

す
る
コ
ス
ト
を
勘
案
し
た
場
合
、
こ
の
山

林
に
つ
い
て
は
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る

の
で
は
な
く
、
多
目
的
広
場
と
し
て
整
地

し
幅
広
く
利
用
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
有
利

な
財
源
を
探
り
な
が
ら
効
率
よ
く
整
備
す

る
た
め
に
種
々
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

�

な
お
、
関
連
と
し
ま
し
て
国
道
三
〇
九
号

に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
六
月
一
八
日
に

知
事
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
中
越
の
旧
関

西
電
力
事
務
所
付
近
か
ら
北
角
地
区
の
元

漁
協
事
務
所
付
近
ま
で
の
道
路
改
良
を
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
知
事
か
ら

は
新
規
事
業
の
内
諾
を
得
て
お
り
、
本
年

度
着
手
さ
れ
る
大
峰
山
公
園
線
蛇
の
倉
工

区
と
共
に
狭
隘
箇
所
の
改
良
工
事
が
進
ん

で
い
き
ま
す
。
又
、
現
在
複
数
箇
所
で
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
高
野
天
川
線
と
、
本
村

の
主
要
な
三
路
線
が
鋭
意
整
備
促
進
さ
れ

て
い
ま
す
事
も
併
せ
て
ご
報
告
し
ご
質
問

の
答
え
と
し
ま
す
。

◇
今
西
勉
議
員

　

�

先
日
、
観
光
客
か
ら
「
洞
川
に
行
っ
て
も

駐
車
場
が
無
い
た
め
に
車
か
ら
降
り
る
事

も
出
来
な
く
、
お
土
産
も
買
え
な
か
っ

た
」
と
言
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
多
く
の
観
光
客
が
来
て
も
、
何
の
収
益

に
も
な
っ
て
い
な
い
、
利
が
無
く
害
だ
け

が
大
き
い
と
い
っ
た
状
態
で
は
無
い
で
し

ょ
う
か
。

　

�

北
角
地
内
へ
の
多
目
的
広
場
で
の
開
発
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
駐
車
場
と
し
て
利
用

で
き
る
考
え
で
よ
ろ
し
い
の
か
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
洞
川
温
泉
周
辺
、
こ
れ
は
大

き
な
費
用
対
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
洞
川
温
泉
周
辺
の
改
修
や
駐

車
場
整
備
は
渋
滞
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、

観
光
収
入
に
も
大
き
く
繋
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
重
点
的
に
喫
緊
課

題
と
し
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
今

後
は
地
方
財
政
に
も
影
響
が
及
ぶ
の
は
必

至
か
と
思
い
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業

を
お
願
い
し
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

　

☎
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
二
一

を
持
っ
て
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
�

次
に
、
北
角
地
区
に
お
け
る
駐
車
場
に
つ

い
て
で
す
が
、
議
員
各
位
の
協
力
の
お
か

げ
で
、
平
成
三
十
年
度
に
北
角
地
内
の
国

道
三
〇
九
号
沿
い
の
山
林
五
，
四
二
一
㎡

を
買
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�

皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
み
た
ら
い
渓
谷

に
於
い
て
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏

休
み
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
観
光
客
が
集
中

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
既
存
の
駐
車
場

で
は
五
〇
台
程
度
し
か
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

事
か
ら
必
要
に
応
じ
て
役
場
駐
車
場
も
利

用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
一
時
凌
ぎ
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
に
限
っ
て
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た

と
お
り
、
山
間
部
へ
の
人
の
集
中
が
発
生

し
、
許
容
範
囲
を
超
え
る
車
の
流
入
が
あ

り
、
特
に
お
盆
時
期
に
は
、
大
変
な
混
雑

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
渋
滞
と
駐
車
場
対

応
と
し
て
急
遽
、
森
林
組
合
木
材
置
き
場

と
県
民
運
動
場
を
借
り
「
み
た
ら
い
渓
谷

臨
時
駐
車
場
」
と
し
て
開
場
さ
せ
ま
し

た
。
職
員
も
休
み
を
返
上
し
交
通
整
理
に

あ
た
ら
せ
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
満
車
に
な
り

ま
し
た
が
、
効
果
は
か
な
り
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
森
林
組
合
木
材
置
き
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
盆
以
降
、
臨
時
駐
車
場

と
し
て
協
力
頂
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

�

さ
て
、
先
に
お
話
し
し
ま
し
た
北
角
地
区

で
買
収
を
行
っ
た
山
林
で
あ
り
ま
す
が
、

駐
車
場
を
整
備
す
る
と
い
う
前
提
に
お
い
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令和元年度　一般会計決算

〔歳入〕 〔歳出〕
地方交付税 12億7338万 (50.29%)
繰越金 2億3646万 (9.34%)
村債 4億1722万 (16.48%)
国庫支出金 1億4830万 (5.86%)
村税 1億7122万 (6.76%)
県支出金 1億3210万 (5.22%)
諸収入 3539万 (1.40%)
地方消費税交付金 2818万 (1.11%)
使用料及び手数料 2513万 (0.99%)
繰入金 1095万 (0.43%)
地方譲与税 2902万 (1.15%)
寄付金 330万 (0.13%)
自動車取得税交付金 286万 (0.11%)
財産収入 949万 (0.37%)
分担金及び負担金 675万 (0.27%)
株式等譲渡所得割交付金 58万 (0.02%)
配当割交付金 101万 (0.04%)
利子割交付金 15万 (0.01%)
地方特例交付金 37万 (0.01%)

合計 25億3186万 (100.00%)

民生費 3億2890万 (14.83%)
総務費 3億8168万 (17.21%)
公債費 2億8261万 (12.74%)
衛生費 3億6216万 (16.33%)
教育費 1億8462万 (8.32%)
土木費 2億0579万 (9.28%)
農林水産業費 1億3388万 (6.04%)
商工費 1億3772万 (6.21%)
消防費 1億0946万 (4.94%)
諸支出金 1235万 (0.56%)
災害復旧費 3694万 (1.67%)
議会費 4160万 (1.88%)
労働費 1万 (0.00%)
予備費 (0.00%)

合計 22億1772万 (100.00%)

※ 万円未満は四捨五入しています

※�令和元～２年度の２ヶ年にわたり継続する事業に
　ついて、令和２年度に予算を繰り越しました
　（歳出繰越額：1億5887万円）

地方交付税
12億7,338万円
（50.29%）村債

4億1,722万円
（16.48％）

国庫支出金
1億4,830万円

（5.86％）

繰越金
2億3,646万円
（9.34％）

村税
1億7,122万円
　　（6.76％）

　総務費
3億8,168万円
（17.21％）

　民生費
　3億2,890万円
   （14.83％）

　    教育費
1億8,462万円
  （8.32％）

土木費
2億579万円
（9.28％）

衛生費
3億

6,216万円
（16.33％）

　公債費
2億8,261万円
（12.74％）

予備費（0.00％）

労働費1万円
         （0.00％）

地方交付税
12億7,338万円
（50.29%）村債

4億1,722万円
（16.48％）

県支出金
1億3,210万円
（5.22％）

その他
1億5,318万円
（6.04%）

国庫支出金
1億4,830万円

（5.86％）

繰越金
2億3,646万円
（9.34％）

村税
1億7,122万円
　　（6.76％）

商工費
1億3,772万円（6.21％）

　総務費
3億8,168万円
（17.21％）

消防費
1億946万円（4.94％）

　民生費
　3億2,890万円
   （14.83％）

　    教育費
1億8,462万円
  （8.32％）

土木費
2億579万円
（9.28％）

衛生費
3億

6,216万円
（16.33％）

　公債費
2億8,261万円
（12.74％）

災害復旧費
3,694万円（1.67％）

農林水産業費
1億3,388万円
（6.04％）

議会費
4,160万円（1.88％）

諸支出金
1235万円（0.56％）

25億3,185
万円

歳　入
22億1,771
万円

歳　出

≪一般会計の内訳≫

歳入　25億3,185万2,592円 歳出　22億1,771万9,940円
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審査の意見（抜粋）

　令和元年度一般会計決算は歳入が2,531,852,592円で歳出は2,217,719,940円となっており
314,132,652円の黒字決算となっている。
　昨年との比較では歳入歳出とも増額となっており、歳入では、地方交付税が1.4％、税収が
2.2％、国庫支出金が5.1％、県支出金が55.2％とそれぞれ増額となり、更に、森林環境税の創
設に伴い地方譲与税が128％の増額となったことで、全体額として10.7％の増収となってい
る。なお、村民税、固定資産税、軽自動車税などの現年度の収納率は、97.4％と高い収納率を
維持しているが、過年度分の滞納額については、収納率が低く、自主財源の少ない本村にとっ
て収納率向上に向け引き続き、積極的な取り組みを期待する。そのため従前より、担当部署に
おいて通知や戸別訪問をはじめ、悪質な滞納者には時に差し押さえなどの強い対応も行いなが
ら、収納率向上にむけ取り組まれているものの、期待している収納率には至っていない現状で
ある。村税は地方財政の根幹をなすもので、自主財源の確保という観点から、また税負担の公
平性を期するという観点からも、未収金の整理解消に向けて尚一層の努力を望むものである。
　歳出については、全体で8.2％の増額となっている。令和元年度は、火葬場整備事業や定住
促進住宅整備事業に伴い翌年度より増額となった。近年は通常規模の決算額で推移していた
が、令和元年度は火葬場整備事業の最終年であったことなどから、決算額も増となっている。
　執行状況をみると災害関連では、平成30年度災の繰越明許事業である林道殿野坪内線、林道

西の谷線、林道塩野新田線１号箇所、林道吉野
大峰線の４路線の災害復旧事業が完了してお
り、農地災害では庵住地内の単独農地災害復旧
が実施されていた。また、台風災害により多数
の倒木があった大峯奥駆道の風倒木伐採事業が
実施されていた。
　安全安心事業では、中央地区の防災備蓄品の
更新や、洞川地区公民館の耐震補強工事、籠山
橋の長寿命化対策事業、県の垂直補完による橋
梁定期点検事業、沖金村営住宅長寿命化対策事
業、村道神童子谷線災害防除事業、水路改修事
業２路線、村道７路線の側溝等改修が行われて
いた。
　地域活性化への取り組みとしては、地域振興
及び観光振興並びに林業活性化を柱として各種
事業が展開されていた。地域振興事業では、平
成29年度より始めた洞川夏イチゴ試験栽培の

令和元年度 天川村各会計歳入歳出決算審査

火葬場整備事業

木質バイオマス工場
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規模を拡大し４棟のビニールハウスを建設し本
格的な栽培が始まり、令和元年度の収穫量は
1.7ｔであった。この事業の財源である山村振
興活性化交付金も令和２年度末をもって終了す
ることから、今後の財源の確保や収穫量の拡充
と収支の取れた運用を望む。また、新たな地場
産業の創設に向けたふぐ養殖も２年目に突入
し、令和２年には稚魚640尾が追加されてい
た。より一層知識を構築し、養殖技術の確立に
向け継続的な取組を期待する。
　観光振興事業では、昨年に引き続き村内２大
観光地を結ぶ路線バス乗継ダイヤ事業を実施し
ていた。また、もっとよくなる奈良県市町村応
援補助金による旧天川西小学校駐車場多目的利
用整備事業や洞川地区遊歩道整備及び展望台整
備事業、洞川地区紅葉ライトアップ事業が行わ
れていた。その他、奈良県外国人観光客受入環
境整備促進事業によるインバウンド対応観光看
板作成事業、庵住公衆トイレ及び広瀬公衆トイ
レ新築整備、総合案内所トイレ・沢谷公衆トイ
レ・洞川駐車場公衆トイレ・坪内駐車場公衆ト
イレの改修が行われていた。この観光客受入補
助金の活用により村内の公衆トイレ整備が進ん
でおり、観光立村としての施設グレードアップ
が図られていた。また、日ごろの清掃も行き届
いており美しく保たれていた。
　イベントとしては、春の名水まつり、夏のふるさとまつり、秋のもみじまつり、冬期の誘客
に向け、洞川温泉を中心に灯りによる冬の観光キャンペーンが実施されていた。
　林業振興事業では、木質バイオマス事業やキハダプロジェクトが、順調に展開されており、
今後の後継者育成に向けた天川村森林塾の取り組みも３年目になり、充実した内容で事業が実
施されていた。より一層の事業の展開と、雇用創出を目指してほしい。住民向けの福祉施策と
して、小規模多機能型居宅介護施設整備に向けた造成工事が行われていた。建物の建築は本年
度から始まり来年の初夏には運営が始まる予定であるが、施設の運営についてはより良い施設
運営が出来るような体制整備をお願いしたい。平成29年度から進めていた天川村火葬場整備事
業も完了しており、令和２年４月から本格的な稼働が始まった。

令和２年８月２５日　　天川村監査委員　河　北　和　久
	 　　　　　　　　　　　　天川村監査委員　今　西　　　勉

夏イチゴビニールハウス整備事業

ハチクマ谷水路改修事業

決算監査 現場監査のようす



27

　財政健全化審査は、村長から提出された財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項並びに
公営企業会計等における資金不足比率及びその基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されてい

るかどうかを主眼として実施したところ、いずれ
も適正に作成されているものと認められる。
　実質赤字比率、連結実質赤字比率は各会計とも
に黒字決算のため「―」将来負担比率はマイナス
のため「―」と表示しています。
　実質公債費比率は、早期健全化判断基準（表右
側）を下回っており　概ね適正となっています。

令和元年度の主要な取り組み
　村では、「安全安心」「くらし」「地域活性化」の３つ
の大きな目標を掲げ、限られた予算の中で、できるだけ多
くの効果を発揮できるよう事業を実施しました。

◆ 安全・安心の村づくり
　・村道改良事業（10路線）	 31,718千円
　・河川改修事業（ハチクマ谷他）	  4,959千円
　・篭山橋長寿命化事業（繰越）	 17,458千円
　・洞川地区公民館耐震化事業	  3,785千円
　・林道災害復旧事業（殿野坪内線他）	 30,858千円
　・防災間伐補助金事業	  2,254千円
　・景観形成伐採事業（中越）	  4,998千円

◆ くらし
　・火葬場整備事業（繰越含む）	 201,153千円
　・コミュニティバス運行事業	  28,775千円
　・在宅福祉事業（給食・緊急通報）	 1,200千円
　・福祉タクシー事業	 1,536千円
　・有害鳥獣駆除事業	 4,609千円
　・公営住宅整備事業（洞川）	  35,300千円
　・小規模多機能型居宅介護施設整備事業	  10,992千円

◆ 地域活性化
　・公衆便所整備事業（庵住・広瀬他）	 39,491千円
　・夏いちご試験栽培事業	  8,209千円
　・虻峠周辺ライトアップ・遊歩道整備事業	  7,976千円
　・登山道・遊歩道整備事業	  8,217千円
　・トラフグ試験養殖事業	  1,047千円
　・ふるさとイベント（もみじまつり等）	  3,684千円
　・路線バス運行事業（洞川～坪内）	  3,568千円
　・天和の里多目的施設整備事業	 24,557千円

令和元年度決算に基づく財政健全化判断比率の審査（概要）

篭山橋長寿命化事業

公衆便所整備事業（庵住）

林道殿野坪内線災害復旧事業

天和の里 多目的施設整備事業

健全化判断比率 令和元年度
早期健全化
判断基準

①　実質赤字比率 ――― 15.0%
②　連結実質赤字比率 ――― 20.0%
③　実質公債費比率 10.5% 25.0%
④　将来負担比率 ――― 350.0%
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お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

10
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

10
月
20
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

10
月
20
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
受
付
締
切
10
月
19
日
（
月
）

皮
膚
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
皮
膚
科
部
会
）

　

10
月
22
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時　

予
約
必
要

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

制
度
の
特
徴

・�

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
安
心
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
に
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・�

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人

は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・�

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

「
建
退
共
」　

検
索

秋
期
火
災
予
防
運
動
実
施

統
一
標
語
「
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に

　
金
メ
ダ
ル
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す

の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・�
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
11
月
９
日（
月
）
～
11
月
15
日（
日
）

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　
つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　

下
市
消
防
署　

天
川
分
署

　
　
　
　
　

http://www.naraksk119.jp/

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

奈良県最低賃金が改定されました

最低賃金件名 時間額

奈良県最低賃金 ８３８円

【発効日】令和２年10月１日
奈良県最低賃金はすべての労働者に適用されます。ただし、
特定の産業には特定最低賃金が定められています。

奈良労働局・労働基準監督署

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　�

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動

　�

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度
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◆大浦天主堂、グラバー園
　長崎新地中華街、稲佐山

◆平和公園
　　　ハウステンボス

◆吉野ヶ里遺跡

◆太宰府天満宮

令和２年度　天川小中学校９年生　修学旅行（長崎方面）
　９年生の修学旅行を８月25日から27日までの２泊３日の旅程で実施しました。当初、５月に東京方面への
修学旅行を予定していましたが、新型コロナウィルス感染症拡大のため延期をしていました。行く先々での感
染症対策をしっかりととりながら、活動しました。１日目は長崎市内の散策をし、夜は「新三大夜景」の１つ
である稲佐山展望台からの夜景を見ました。２日目は長崎原爆資料館、平和公園を訪問し、核兵器の脅威や戦
争の悲惨さを改めて学び、平和の尊さを実感しました。午後からハウステンボスに移動し、アトラクションや
イルミネーションを楽しみました。３日目は吉野ヶ里遺跡、太宰府天満宮を訪れました。３日間盛りだくさん
の日程でしたが、生徒たちにとって思い出に残る素晴らしい修学旅行になりました。

天川小中学校

だより
ふるさとを愛し、自らの未来を
主体的に切り拓く児童生徒の育成

小
中

教育目標



村のうごき

８月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

令和２年10月１日発行　通巻524号

2020年８月末日現在（　）内は前月との比較

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,342人（－１）	 男　644人（±０）	 女　698人（－１）	 世帯数　656戸（－１）

63.94トン	　前月比：195.00％　	前年同月比： 97.13％ 3.13トン	　前月比： 76.34％　	前年同月比： 55.40％

6.80トン	　前月比：189.94％　	前年同月比： 94.84％ 1.85トン	　前月比： 65.14％　	前年同月比： 92.96％

　

今
年
は
長
雨
の
せ
い
か
、
村
の
は
ち
み
つ
が
不
作

だ
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
で
観
光
客
が
減
っ
た
影
響
で

か
ろ
う
じ
て
店
頭
に
は
在
庫
が
あ
り
ま
し
た
が
、
再

入
荷
は
来
年
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
、
は
ち
み
つ
が
な
く
て
も
生
き
て
い
け
ま

す
が
、
オ
フ
ィ
ス
お
お
み
ね
で
は
ち
ょ
っ
と
事
情
が

違
い
ま
す
。

　

今
年
で
十
一
歳
に
な
る
編
集
部
の
文
鳥
さ
ん
は
、

人
間
の
年
齢
で
言
う
と
、
け
っ
こ
う
な
お
年
寄
り

で
、
お
医
者
さ
ま
か
ら
見
放
さ
れ
つ
つ
も
、
手
厚
い

介
護
で
の
ん
び
り
快
適
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
数
ヶ
月
お
き
に
体
調
を
崩
し
て
体
重
が
激
減

し
、
食
事
を
摂
れ
な
く
な
り
ま
す
。
小
鳥
さ
ん
は
体

重
が
減
る
と
命
に
関
わ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
の
最
終
手
段
は
、
温
め
た
牛
乳
に
天
川

産
の
は
ち
み
つ
を
ご
く
わ
ず
か
に
混
ぜ
た
も
の
。

※
は
ち
み
つ
は
栄
養
価
が
高
い
の
で
控
え
め
に
。

　

文
鳥
さ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
ス
プ
ー
ン
で
与
え
る

と
、
お
い
し
そ
う
に
何
度
も
飲
ん
で
く
れ
ま
す
。
こ

れ
で
食
欲
が
回
復
し
、
元
気
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
小
さ
な
命
を
救
っ
て
く
れ
た
天

川
村
の
は
ち
み
つ
に
感
謝
で
す
！

　

ち
な
み
に
、
は
ち
み
つ
も
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
も

買
っ
て
く
る
の
は
私
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
愛
情
を
か
け
て
育
て
た

小
鳥
さ
ん
が
ほ
か
の
人
と
ラ
ブ
ラ
ブ
だ
っ
た
り
と
、

世
の
中
っ
て
理
不
尽
な
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
私
の
ほ

う
が
ス
ト
レ
ス
で
体
重
が
減
り
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
オ
フ
ィ
ス
お
お
み
ね
様
が
作
成
し
た
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


